
                言 語 と社 会

          ― 初 級 日本語教 科書 の中 の場 面分析―

                                等々力啓

                     (信州大学人文学部4年 日本語教育学専攻)

1. は じめに

 J.V.ネ ウス トプニー氏の 『新 しい 日本語教育のために』を読んで新 しい 日本語教

育 とい うことに興味を持 った。

 そ こで、場面シラバスを中心 に作成 された 日本語教科書の構成 を分析す ることで、

教科書が どれ くらい新 しい方法 に適 した教材 になっているか考奈 したい。

2, 先行 研究

 『新 しい 日本語教育のために』(J.V.ネ ウス トプニー,1995,大 修館書店)を 要約す る。

本書は全10章 か らなる。

 第1章 では、現在 日本語 が国際社会 で重要になったことで、 日本語教育も変わって

いかな ければならない と述べ、インターア クシ ョン教育が必要だ としている。

 イ ンターアクション とは外国人、 日本人間の相互行動である。インターアクシ ョン

を成立 させ るためには「言語能力」「社会言語能力」 「社会文化能力」の3つ の能力が必

要だとす る。 かつて 日本語教育は「言語能力」つま り文法 を教 える言語教育に偏ってい

たが、文法 を使い こなすためには文法外の コミュニケー シ ョンの能力が必要 であ り、

それが 「社会言語能力」である。 「社会文化能力」とはコミュニケー シ ョンを成立 させ る

にはさ らに、 コミュニケーシ ョンとは直接 関係 しないが、社会の規範 などが必要だ と

い うもので ある。

 イ ン ター アクシ ョン教育は3つ にわけることができる。 「社会文化能力」を教 える

「ジャパ ン ・リテラシー1」 のための教育、 「社会文化能力」と「社会言語能力」を教 える

「ジャパ ン ・リテ ラシー2」 のための教育、さらに「言語能力」も加えた 「ジャパ ン ・リテ

ラシー3」 のための教育、である。学習者のニーズによって、教授法 もこの ように区別

する必要が ある。

 イ ンターア クシ ョン教育の方法 としては、不適切 さのあるときに問題 を解決す るた

めの 「ア クテ ィビティー」によって行なわれ る。大 きく分けて、解釈、練習、実際使用
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のアクテ ィビテ ィーによって、構成 され る。実際使用のア クテ ィビテ ィー とは、イ ン

ターア クシ ョンの場面 を直接教育過程 に取 りいれ ることである。教室内に とどま らず、

ビジター を案内させた り、 日本へ旅行 した りな ど多 くのアクテ ィビテ ィーを行な うこ

とがで きる。

 第2章 では、「社会文化能力」の必要性を述べ ている。

 「言語 」は「文化」と対比 させ られて きたが、 「文化」の中には、二種類 の現象 があ り、

文法外 の コ ミュニケー シ ョンルール(社 会言語能 力)も う一つが、 「実質」的行動、っま

り「社会文化能力」である。 「社会文化能力」は、 ときにコミュニケー シ ョン行動 の話題

にな り、 コ ミュニケーシ ョン行動 と同 じ場面でま じることも多 く、すべての コミュニ

ケーシ ョン行動が実質行動か ら出発す るので、 目本語教育で扱 うべきとある。

 第3章 では、 コミュニケー シ ョン行動 について論 じてい る。

社会文化行動 は日本 と外国でそれほ ど違わないが、表現 され るコミュニケー ション行

動 は大き く違 うので、 どうや って 日本人の言葉の真相 の意味を読み取 り、意思を効果

的 に伝達す るかな どを教 えなければならない。 また コミュニケーシ ョンとは 日本の中

で も地方 差、階層差な どが存在す るので、これ も学習者の環境 によって教 えなければ

な らない。

 第4章 では、イマーシ ョン ・プ ログラムについて紹介 している。

 イマー シ ョン ・プログラム とは、 目本語 による 日本語以外の科 目の授業 に浸 りきる

とい うプ ログラムである。イマー シ ョンを日本語 の「実際使用」のアクテ ィビテ ィーに

す るには、学習者が本 当のイ ンターアクシ ョンだ と感 じなければな らない。そのため

になぜその よ うな学習をす る必要があるか と説明 し、納得 させる必要がある。

 第5章 は、 日本語教育におけるテス トの問題に言及 している。

 問題 は、 「言語能力」をテス トすることは容易だが、「社会言語能力」「社会文化能力」

をテス トす ることが難 しい点である。現在はその方法が確立できていないので対策が

必要である。社会文化能力がテス トがはず されている現在のテス トは、文法を多 く学

習する学生 が有利になって しまい、奨学金のための競争 に文化をよ り学習 した生徒 は

不利だ とい う現象が起 こって しま う。インターア クシ ョン能力 をテス トす るのは、 日

本語テス トに関す るワー クシ ョップを行 っているような小人数のグループな どによっ

て一般的 な意識の向上 は可能になるのではないか。

 第6章 では、 日本語の教師の育成について述べている。

教師の育成 は、「学習」によってだけでな く、無意識の うちの 「習得」が大きな影響 を及

ぼす。

 第7章 は、 日本語教育 を伝統的な教室場面か ら解放 し、「実際使用」のアクティビテ

ィーにす るのにティーチ ング ・アシスタン トが効果的であることを述べている。
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 第8章 は、接触場面について触れてい る。

日本語母語話者同士の会話(母 語場面)と、日本人 と外国人の会話(接触場面)に は異なっ

た特徴があ り、母語場面ではなく接触場面を教 える必要がある。

 第9章 は、外国人 とのコ ミュニケーシ ョンの際に起 こる問題点 をあげている。

 第10章 は、ス トラテジーについて説明 している。習得が、教師側だけでなく生徒

の管理下にあることもある とい うことを述べ、それ を学習者ス トラテジー とし、習得

に とって大きな効果がある と述べている。

 本研究の、教科書の分析 においては、主に第1章 か ら第3章 までに述べ られてい る

考え方 が参考になる。 日本語教育 に欠かせ ない三つの能力の教育 と接触場面を、 どの

よ うに教科書が取 り上げることがで きるか とい うことに問題 を絞 りたい。

3. 日本語教科書 にみ られ る場面 リス トの作成

3.1 準備

3.1.1 教科書の選 択

 今 回分析す る教科書 は、 『新文化初級 日本語1・II』 である。本書は、初級 日本語

学習の満 たすべき条件 として、「第一 に、文法を体系的に習得 し、将来高等教育を受け

るに足 る高い応用力 を積み上げ られ るよ うな土台 を作 ること」「第二に、 日本の生活 で

日々直面す る場面でコミュニケーシ ョンができるよ うにす ること」としてい る。これ は、

言語能力だけでな く、 コミュニケーシ ョン能力を教えるべきだとい うネ ウス トプニー

の主張 と一致 している。またその後には、「学習者 にとって文型の習得 とは、抽象的な

理解 と機械的 な練習だけを指す のではなく、実際に、それが使われ るべき状況で正 し

く使 うことができて、初めて習得 した と評価 され るべ き」とあり、この教科 書が文法一

辺倒ではな くコ ミュニケー シ ョンにも重点をおいていることがわかる。 日本語教育学

会(1991)で は この よ うな 「日常生活を営むに必要 な 『場面』 を設定 して、教材を構成」

した教材 を場面シラバ スと呼んでい る。この教科書 をネ ウス トプニーのい う「新 しい 日

本語教育」の考え方 に近い初級教科書の一つ として、分析す る。

3.1.2 リス トの作成

 この教科 書は 「生活会話」と36課 の構成 になっている。それぞれの課 は 「本文」「文

型」「練習」か ら成 り、文型は、その課で学習すべき新出文型 の提示を し、練習は、短い

入れ替 え練習がで きるよ うになっている。今回取 り扱 うのは、主に「本文」の部分であ

る。

 「本文」は、本書の説明によると、学習者が 日本 の生活で出会 うと思われ る場面や 、

興味 を持っていると思われ る場面の中で文型 を提示 したものである。っま り、上記 の
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第二の 目的、 コミュニケーシ ョンを教える役割がここに与え られてい る。ただ し、本

文の扱いは課 によって ことな り、理解 中心の ものな どがあると付 け加 えてある。

 中身 を見 ると、ほ とん どの課の1ペ ー ジ目は、カラーで印刷 された本文1が 取 り上

げられていて、ここで、その課の扱 う場面がだいたいわかるよ うになっている。調査

方法 としては、まず、課 ごとの本文を抜 きだ し、それが 日本語のコ ミュニケー ション

場面 として どのよ うな要素を含んだ場面であるか、その課全体の場面設定 にどうっ な

がるかによって整理す る。要素の判断基準 としては、私の感覚によるところも多いが、

それがむ しろ固定観念抜 きで純粋に資料 に向き合 うことにつながった点では、良かっ

たか もしれ ない。 日本語教育学会(1991)で 場面の分類がされているが、これ とは違

った視点で見 ることができた。

 これ まで場面 とい うことばを頻繁 に使 って しまっているが、場面の判断の基準に関

しては、何 をもって場面 とするか、非常に難 しかった。場面 とい うと、 日常の語で も

使われ るので、考 える手がか りにはなるが、深 く考えると不分明になる。場面 とはい

まひ とつ曖昧な概念である。表 に整理する際、本文は個々の場面 とい えるが、それ を

ま とめた課 ご との場面は場面 とす るよ りも生活の中の行動 と捉 えたほ うが しっ くりく

る と思い、動詞化 して記述 した。 よって課 ごとの場面はとりあえず行動 とい う名前に

した。 表1が それであ る。
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表1 課 ごとにみ られ る場闘

3.2 リス トの説 明

3.2.1 それぞれの課 にみ られる場面

   「本文」を参考に し、それぞれの課が使 ってい る場面 とい うものを考 えた。教科書

の説明では、課 は文型の使 われる場面をス トー リーに したもの、としてい るが、例外

も多く、 ここでは、それ らも含 めて課が扱 ってい る場面 と考える。

   「本文」は、課の場面 の中に含まれる個々の場面 として下位分類 され るものである

と考える。次に、それぞれの課 の場面 について述べ る。
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3.2.z 第1課 ～第4課

 表には、第4課 までは、空欄 に してある。 これ は、本文が、場面を設定 させない も

のであったか らである。1課 では 日時の紹介、2課 ・3課 は、物の所有を聞いた り、

4課 では、本文がな く、形容詞 の例 をあげ るにとどまっている。 これ は本 書で も説明

してある、課 によって異なる部分だ と考 え、場面 の扱いか らははず した。 また、第1

課の前 に、 「生活会話」とい う項があ り、 あい さつの例や、数の数え方、 日本 のお金な

どを紹介 していることか ら、は じめの数課 は、基礎的な知識の学習に重点 を置いてい

るのだ と考 えられる。

3.2.3  i課 以降

 実質場面 を取 り上げているのは、第5課 か らだ といえる。第5課 は、案内の場面 と

した。本文1は 、妻 の伝言を夫が読んでい る場面で、やや理解 に苦 しむが、物のあ り

かとい う意味で、案 内 と考えた。

 第6課 は、本文の前 に、動詞の例か ら入 っている。同 じこ とは第4課 の形容詞 にも

見 られ る。その後の本文は、1が 一 日の予定表で、2・3が 会話である。2と3の 場

面は、フォーマルな印象があるためお見合いではないか と思 うが、事実は書かれてい

ないのでわか らない。

 第7課 は、本文の1か ら3ま でで、一つのス トー り一をな してお り、出発点か ら、

ゴール まで が取 り上げ られてい る。 この場合な ら、財布 を落 として しまった場合に、

どうすれ ばいいのか。警奈に行 き、事情 を説明 し、財布が見つかるまでの過程がわか

るよ うになっている。学習者が、 もしこのよ うな事態になった場合に、きちんと対応

させ ることができるのである。 このよ うな取 り上げ方は、ネ ウス トプニー のい う、社

会言語能力 と、文化を教 えること、つま り社会文化能力の両方の要素 を含 んでい ると

いえそ うである。事態の収拾のための方法(「 警奈 に行 き、」か らの流れ)は 、社会文

化 のカテ ゴリー、その場 でのコ ミュニケー シ ョン(実 際の説明の仕方 な ど)は 、社会言

語 のカテ ゴリーだと考えるか らである。

 第8課 は、テ レビの中で、記者が旅行者 に旅行の感想などをインタビューする場面

で、構成 されている。社会文化的な要素 としては、休暇の過 ごし方 の情報 が考え られ

るが、場面はインタビューである。 これ は、話題 として考えることもできる。

 第9課 は、留学生が、学生会館に着いた ところ(本 文1)、 規則の説明(本 文2)、 コ

インラン ドリーの使い方を聞 く場面 となっている。 これは、学習者が直面す るであろ

う場面 を取 り上げ、情報をもつめこんでいる。 ス トー リー をな してい るわけではない

ので、学生会館の生活 の場面 とした。

 第10課 は、第7課 のよ うに一連 のス トー リー をな している。 この場合 は、団体旅

行をす る時の一連の場面である。
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 第11課 は、教室での 自己紹介か らは じま り、家族の紹介 を作文 で書 くこと、面接

にて自分 の意見を話す場面 と、取 り上げ られてい る。それ も自分のこ とを説明す る、

自己紹介 の範囲に含んでいるのだ と考 える。

 第12課 は、テ レビでよく見 られ る料理教室の場 面である。関連のあるもの として、

料理の ことばや、動詞 な ども紹介 され ている。

 第13課 は、留学生意識調査 と題 されたアンケー トと、生活環境 にっいて尋ねるイ

ンタ ビュー が、本文の2と3で 取 り上げられている。共通点は、生活意識調査である。

これ も場面 とい うよ りは、話題 と言ったほ うが しっくりくる。 しか し、あ くまでイン

タビュー され る場面 と言 えて しま うので、話題 とは しておかなかった。

 第14課 は、本文1・2と も日記である。旅行 中の 日記で、本文1の 、次の 日の 日

記が本文2と なってい る。日記の内容か らは、旅行 のことや、旅行先(こ の場合植物園

な ど)の 知識 もわずかなが ら読み取 ることができる。

 第15課 は、7課 な どと同 じく、日本語教育に とって大きな意味を持っ と思われ る。

留学生がアパー トを探す とき、不動産屋 とのや りとりが詳 しく取 り上げ られ ていてと

て も便利 である。本文が4ま で あるのは、 この課 のみなので、表には項 目をたてなか

ったが、注 となっているのは、4を 含む とい う意 味である。1～4ま で同 じ状況でス

トー リーをな している。

 第16課 は、病院の受付か ら、診奈、帰 りの処方箋の説明までの場面が取 り上げ ら

れ、その場合になった学習者 のすべ きことが、 よくわかるようになっている。 また、

か らだの名称や、病気の症状な どの例 もここであげ られてい る。

 第17課 は、本文1は 、天気予報のニュースについてアナ ウンサーが話す場面、本

文2は 、 ドライブの誘 いの電話 だが、内容は天気 予報の話題が含 まれている。本文1

は、 よく目にする天気予報のニュースについての知識 を与えることができる し、2に

よって話題 にす ることもできる。天気予報 とい う一般的知識 の周辺 にまつわ る場面、

とで も言 うべ き構成になってい る。

 第18課 は、会社に遅刻 した ときの会話 の場面 と、昼休み食堂で朝食 と健康 につい

ての話題 で話 を してい る場面が本文1に 含 まれてい る。 これ を一つの場面 と捉えるの

が難 しく、食事 と健康の話題 とした。

 第19課 は、本 文1で 、母親 が洋服の試着をす るところから、子供がいなくなると

い う場面で、本文の2と3で そ こか らの対処の場面 と続いている。これ も出発点か ら、

ゴールまでのス トー リーをな していることからも、迷子について取 り上げているのだ

と考 えられ るが、は じめに試着の場面をとりあげているのは、意図的で、周辺の場面

としての情報 とい う意味合いを持っているのか もしれない。
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 第20課 は、進路指導を受けている場面だが、進路の話題 といえな くもない。む し

ろそちらを意識 して、取 り上げていると考 える。本文は3ま であるが、 どれ も進路指

導の場面の一つに位置付 け られ る。

 第21課 は、訪問 とタイ トル にある通 りである。本文1は 、訪問のマナーの細かい

説明を、本 文2で は、実際に訪 問する場面を取 り上げている。 コミュニケー シ ョンよ

りも、規範 についてに焦点が当て られてい る。

 第22課 は、本文1は 、現実にあ りそ うなアルバイ ト募集広告の例 をあげている。

本文2は 、広告 を見て、実際に連絡先に電話 をかける場面、本文3は 、アルバイ トを

は じめる時の説 明を受 ける場面、ただ し、 この場面で知識 として得 られ るものは、休

憩室について くらいである。その他のバイ トの実際の場面は取 り上げ られていない。

 第23課 は、プ レゼン トをす る場面 とした。本文1で 、シ ョー ウイン ドウで品物 を

見て、本文2は 、 どんなものをプ レゼン トするか友達 と相談 し、本文3で 、実際にあ

げる場面 となってい る。 しか し、流れ としては、問違 いないのだが、実際 に教 える場

面 としては、疑問である。文法以外の面である社会言語的 ・社会文化的な面において

は、内容 として欠 けていると感 じる。

 第24課 は、贈 り物について取 り上げ られている。本文1は 、場面ではなく、 日本

人の贈 り物 の習慣 についての説明である。本文2は 、バ レンタインデーでのインタビ

ュー、本文3は 、お中元についてのイ ンタ ビューである。 どれ も学習者が直面す る場

面ではない。その点は、第8課 の休 日について と同 じである。テーマ についての情報

を与えるもの として課 を構成 しているのだろ う。

 第25課 は、本文1も2も 電話で人を誘 う場面である。

 第26課 もまた、複雑な構成を してい る。形容詞、動詞 と同 じく、本文の前に、 自

動詞 と他動詞 とい う項をも うけて、例 を羅列 している。本文1を 見 ると、 〈会話〉と

い う小 さな会話 文が6つ 紹介 されている。 これ らは、場面を重視 したのではな く、自

動詞、他動詞の使われる文型 に焦点 を当てている。本文2は 、電気店で故障 している

のか どうか見ても らう場面である。 これは、実際の場 面を考えている。

 第27課 は、引越 しの手順 について、本文1か ら3ま でス トー リーになっている。

本文1は 、不動産屋 とアパー トを見て、決める場面で、本文2は 、引越 し準備 と題 さ

れ 、引越 しの際の準備についての リス ト、本文3で 、引越 し当 日、引越 しサー ビスの

社員が来 る場面 となってい る。一連のス トー リーになってい る一つで ある。

 第28課 は、本文1で 、車で送ってもらう別れ際の場面、本文2で は、そのお礼を

する とい う話題、本文3は 、連れていってもらった場所の話題である。 日常生活 とし

てのス トー リーにはなってい るが、本文3は 、お礼の話題 とは離れ て しまっている。

しか し、本筋 は、何か をして もらいお礼 をす る場面だろ うと考えた。
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 第29課 は、お見舞いについて取 り上げてい る。本文1は 、病室にお見舞いにきた

場面、本文2は 、それに対 してのお礼の手紙の紹介である。

 第3 :Sは、本文1が 、電話で在宅か聞 く場面、本文2が 、人をひ きあわせて食事

に行 く場面である。 そのあと、本文3は 、食事 中の場面 と別れのあい さつの場面で、

本文4が ホテルに予約 を取 る場面である。本文 の どれ もを重視すると、食事や 、ホテ

ル の予約 の場面 とい う関係のなさそ うな場面が含 まれていることにな って しま う。 日

常生活のス トー リー とすれば、ひ きあわせ る中で食事にいったのだか ら、食事 とい う

場面が あって もよいだ ろ う。 しか し、本文4で は、それまでに参加 していない人物が

突然 出てきてい るので、 どう解釈すればよいのかわからなかった。

 第31課 は、飛行機に乗 る場面 とした。 それにまつわる行動、本文1で 、飛行機の

予約 を取 り、飛行場へ の行 き方までを聞き、本文2で 、搭乗の際の注意点な どを聞き、

本文3で 、機 内で、 とい うよ うになっている。機 内の場面は、コ ミュニケー シ ョン場

面 とい うよ りは、座席のベル トの ことな ど機 内の情報を重視 している。

 第32課 は、本文1が 、お祭 り見物に行 こうと話す場面、本文2は 、お祭 りを見に

行 った感想 を聞く場面 となっている。

 第33課 は、本文1、2と も工場見学で案 内係 の女性 が説 明を している場面になっ

ている。

 第34課 は、本文1・2と もマラ ソン選手の母親 にマラソン選手になるまでの こと

をイ ンタ ビュー している。 この課で問題 なのは、まず 日常的に直面す るだ ろ う場面か

らはかけはずれてい るこ と、か といって他 の課のインタビューの例の ように 日本の文

化 についての知識 に傾 いている ともいえない ことである。そのことか らこの課 は、文

型 を重視す るためにやや無意味 と思われ る揚面を用いたよ うに感 じられ る。

 第35課 は、本文1が 、待 ち合わせ の場面、本文2は 、講演会の会場につ き、受付

をすませ る場面、本文3は 、帰 りに今 日の講演について話す場面を取 り上げている。

これ も講 演会 に行 く一連の場面になってい る。

 第36課 は、クラブ活動について取 り上げてい る。本文1は 、クラブ活動の話題、

本 文zは 、クラブに入 り、試合後の場面である。

4. 警 禦

4.1 リス トの分析

4.1.1 リス トによる本書の特徴

 前章袈1で 教科書 に取 り上 げられている場面を抽出 したが、場面の取 り上げ方を見

ると、 日本に くる学習者が直面す る場面での具体 的なコミュニケーシ ョンや知ってお
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くべき文化的知識 が、かな り深いところまで詳 しくしかも分か りやす く取 り上げ られ

ている といえる。

 しか し、上記の リス トで、 「日本の生活で 日々直面す る場面」の種類が十分か どうか

は別である。 もちろん種 々の細かい場面をあげればき りがないが、まだ欲 しい場面は

あ りそ うである。

4.1.2 ネ ウス トプニーの論点

 ここで、 もう一度 『新 しい 日本語教育のために』に戻 ると、

  a言 語教育、社会文教育、社会言語教育のすべてが、日本語教育には必要である。

  b取 り上げる場面 は、 「母語場面」ではなく「接触場面」でなければな らない。

とい うこ とをネ ウス トプニーは主張 し、それ らのための方法について論 じている。そ

してその一つ として、伝統的な教室 を離れ るこ とがあげ られている。教科書はその中

で、教室場面を離れ る前 の練習や、講義 な どに利 用で きるモデル として、役割 を果 た

す ものである。

4.1.3 論点の照合

 二っの論点を リス トに当てはめる。aに ついては、教科書の取 り上げるものが言語

教育、っま り文型の羅列 に とどまっていてはいけないことを指摘 し、実際 に使われ る

場面を取 り上げることで、社会言語能力 と社会文化能力 を扱お うとす ることができる。

場面 とい うのは、3章 のは じめにも書いたが、教科書 中の取 り上げ方 と、ネ ウス トプ

ニーの論 を照 らし合わせ る と、コミュニケーシ ョン能力を教えるためのもの、っま り

社会言語教育の範囲にはいるもの とい うことで一致 している。基本的に、文型 を場 面

の中に提示 し、教 えるとい うことは、言語教育 と社会言語教育 を含んでいることだ と

いえるのである。

 では、社会言語教育は どの ように取 り上げ られているのか。ネ ウス トプニーは社会

言語教 育で扱 う社会言語行動を、コ ミュニケーシ ョンと直接関係 しない実質的行動(実

質行動)と 定義 している。実質行動が しか し、コミュニケーションす るために間接的に

関係す る論拠 として、実質行動が話題になること、実質行動 とコミュニケー ションが

同 じ場面で交わ ること、 コミュニケー ションは実質行動か ら出発す ること、をあげて

いる。それ により社会文化教育の必要性 を主張 しているのだが、 これをふ まえると、

リス トの中で、話題 とした ものは、 この根拠に基づいているとわかる。 二つ めは、た

とえばスポー ツした り、 自転車に乗った りす る行動 自身 にはコミュニケーシ ョンは含

まれ ないが、実際の場面に入れると、その前後や最中にコミュニケー シ ョン行動が伴

うとい うことである。 リス トの中では、第35課 、講演会に出る場面の行 く前にあ る

待 ち合わせ な どがこれに当たるのではないか と考 えられ る。3っ めは、た とえば第1

6課 の場合 、医者 にかかる とい うのが実質行動で、そのために様々なコミュニケーシ
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ヨン場 面が存在 してい るとい うこ とになる。 この場合の実質行動はネ ウス トプニーが

「具体的 な実質的な 目的」があるとしている。

 ネ ウス トプニーは、社会文化教育 についても う一つ、 日本の社会や文化を知 らなけ

れば コ ミュニケー シ ョンす ることは難 しい と指摘 し、社会や文化の知識その もの も教

える必要があるとしてい るので、社会文化教育は、その要素も含む と考 えているのだ

と思われ る。 これ は、第21課 の本文1で 訪 問のマナーの提示を していることにあた

るのではないだろ うか。

 この よ うに考えると、教科書の場面の取 り上げ方は、言語教育、社会言語教育、社

会文化能 力のすべて を含んでいる事が望ま しい といえる。しかし、含むだけではなく、

体系的 に、必要な要素をすべて含む ものでなけれ ばな らないだろ う。

4.2 場薦の分類

4.2.1 日本語教育学金の 「初級教材場面分類J

 必要 な場面を体系的に取 り上げるには、そのための リス トが必要である。場面につ

いては、先 ほどもふれたが、すでに 日本語教育学会(1991)に よって、 「初級教材場

面分類」 とい う分類が試 み られ てい る。 これは、初級教科書は 「場面」、中級 と上級

教科書 を 「話題」 に焦点を当て、分類 している。 「場面」を、 「中心人物を何人か登

場 させ 、その人物 をさま ざまな場所 に移動 させ、それに ともな う行動 と、そこで接触

す る人物 との 「会話」に よって」構成 されてい ることが多い とし、場所に注 目してい

る。分類表 を見る と、まず大 きく 「私的生活」 「公的生活」 「外出先」 「その他J「 場

面不明」 の5つ が、 「第1水 準場面」 と名 づけられ、 さらに二つの下位分類 がある。

た とえば 「私的生活]と い う、 「第2水 準場面」は、 「自宅、下宿」 とrア パー ト、

寮」な どに分かれ、 「第3水 準場面」で、 「自宅、下宿」は さらに 「居間、食 堂」 「自

室、書斎」 に下位分類する といった具合である。

4.2.2 『初級教材場薗分類』の欠点 と一場薗の違い一

 この分類 は、参考 になることは確 かだが、 「場面」イ コール 「場所」 とと らえてい

るようなふ しがあ る。確かに、場所 は、場面を生成す るが、あくまで も場面は場面で

あ り、場所ではない と考 える。 た とえば生活の中で考えられ る 「場 面」のすべてを集

め ようとす る時には、地図 を使 って、そ こに載っている施設な どをすべて抜 き出す こ

とで、可能 になるのではないか と考えた。 しか し、実際 にや ってみ ると、施設は、そ

れ らを利用する場面 と、その中で働 く場面 とが存在することがわかった。場面は場所

そのものではなく、そ こで自分が どの立場 にい るか、何 をす るかでまった く違った場

面になるのである。 もう一つの欠点は、場所の特 定ができない、会話 の場面などもあ
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る。 また、分類表では 「路上」 としてい るが、その判断が都合のいいものだ と、当書

も認 めてい る。

 今回の調 査資料では、 「待 ち合 わせ の場面」な どがそれである。 た とえば実質行動

「映画 を見に行 く」は、映画館 での場面のみを扱 えば、 「待 ち合わせ」は含 まれない

が、 「友達 と映画に行 く」 とすれば、映画館のみの場面を扱 えばいいのではなく、当

然その中の場面には、待 ち合 わせ が含まれ るだろ う。そのため調査資料 も、 「講演会

に出 る」課の場合は、場所(会 場)に 到着す る前後 の過程 を含み、逆に 「お見舞いを

す る」場合 は、場所(病 院)で の場面のみが扱われ ていて、構造 を考える上では、面倒

になる。 「案内を聞 く」場面 も「待 ち合わせ」と同 じ性質 を持 っているので、一つの課 に

せずに、他の課 の場面の一つ に加 えることもできるはずである。

 場所 を取 り上げていても、その中の場面 を取 り上げなければ意味がない場 面には今

回 の資料 の中では次のよ うな ものがある。た とえば 「第3水 準場面」の一つ に「病院」が

あるが、病院での場面を扱 ってい ることは分かっても、まず病院で診奈を受ける場面

とお見舞 いをす る場面では異なる し、診奈 を受 ける場面の中でも、医者 に見てもら う

場 面だ けと、受けっ けや会計の場面 も扱っているのでは教科書の効果は大きく変わっ

て くるのである。

4.2.3 結;e+i リス トの分類一

 先 ほどあげた分類表は、初級 を「場面」、中級 ・上級 を「話題」ととらえて分類 してい

たが、調査資料にはい くっか 「話題」とするよ うな課があった。おそ らく、初級の教科

書 も「場面」と「話題」を区別す るな ら、両方が取 り上げられているのだろ う。

 何 かを話題 にす ることは、日々直面するであろ う場面の一つである。よって私は、「話

題 にす る場面」と考 え、場面の中の一分類 として位置付けてもよいのではないか と考え

る。 これ を一つの分類 とすれば、「施設 を利用す る場面」と区別できる。

 調査資料の リス トを参考に し、今 まで考えてきたことをま とめて、4つ の分類 を考

えた。

  (1)サ ー ビスを利用す る場 面

  (2)行 動の過程の場面

  (3)何 か話題 にす る場面

  (4)マ ナー を含む文化の常識が必要な場面

 これ らはすべて、実質行動 とい う目的のための場面 である。 この場合 は、表1で 場

面 とある大 きな場面の分類 として考えた。 「本文」で扱 う場面はその課の場面の中に含

まれ る個 々の場面 といえるが、さらに分類 できるかはわか らなかった。
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 4つ の分類 にネ ウス トプニーのい う3つ の要素を当てはめると、言語行動 はもちろ

んすべ てに、社会言語教育は主に(1)と(2)、 社会文化教育は主に(3)と(4)で 扱わ

れるものであろ う。

 調査資料 をこれに当てはめて整理 したものが、次の表2で ある。なお、話題は本文

が話題 を していな くて も課 を通 して話題 としてい るもの も含めた。

表2 場薗の接触による分類
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4.3 リス トの検証

 第10課 は、観光会社のツアーを利用 してい るともとれ るが、ここは団体旅行での

規則の方 を重視 している と考 えこち らに し、第33課 だけは、なぜ工場見学の場面が

必要なのかわか らなか ったので、何かを話題にす る場面 とした。

 しか し、4つ の分類 で、 とりあえず資料 中で取 り上げ られた場面は、なん とか説明

で きそ うで ある。 この分類 をもとに場面の リス トを作 る。

 (1)は 、「初級教材 場面分類」が取 り上げた、場所に着 目する場面が含 まれ る。施設

があれ ば、それを利用す る場面が存在するとい うことである。非常に多 くの場面が存

在す るが、そ のすべてを教科書に載せ ることな ど到底できない。初級の教科書は、基

本的な、特 に重要だ と思われ る場面を取 り上げるべきなので、それで絞 ってみた場面

を以下にあげる。

・美容 室な どで髪 を切 る

 日常生活 の範囲内で、利用 されるはずである。

・銭湯 ・温泉 など公衆浴場に入 る

 公衆浴場 でなくとも、公衆性のあ るものには、マナーがつきものである。施設等の

利用はマナー も しくは規則 を含むので、(4)と 混同す るかもしれないが、(4)は 施設

な どを含 まない しきた りな どとして区別す る。 また温泉は 日本の文化で代表的な一つ

だ とい っていい と感 じる。

・バ ス ・タクシーにのる

 飛行機 に乗 る場面は、取 り上げられ ているが、他の交通機関、特に良 く使 う車類は

取 り上 げ られていない。 しか し、タクシー ・バスなどは飛行機 と近い場面だ とは言い

がたい。

・歌舞伎 ・演劇 などを見る

 映画 な ど見世物全般の中か ら一つの場面 はいれ るべ きではないか。

・銀行や郵便 局を利用する

金銭面は、実生活で非常に大事である。書類 を書 いて提出 し、処理がすむまで待つ場

面な どを載せ た らいいのではないか。

 (2)を 考 えるのが一番難 しいかも しれない。実質行動 を「目的」とす るな ら、 この分

類は、 「目的」そのものではな く、その過程 にある場面である。現実の生活を考えるこ

と以外 、これ をリス ト化する適切 な方法が、わか らなかった。 この分野は、 もっ と追

及 していかなければな らない。

 (3)と(4)は 、すなわち 日本の社会や文化をあげれば、取 り出す ことができる。 日

本の社会 ・文化を整理す るためのモデルが必要だが、 『日本 を知る事典』な どが参考

にな るのではないか と思われ る。本書は、 「広 く生活の全般 にわたって、多 くの重要
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な問題 を展開 させてみた」 としてい る。12章 のタイ トルは、1人 の一生、II家 族 と

社会、HI職 業、 IV住 まい と家具、 W生 活 と知恵、棚季節 と年 中行事、 IX信 仰 、 X芸 能

と遊戯、XIこ とば と表現、湿 日本人のこころ、その下に具体的な事柄 が数多 く取 り上

げ られてい る。このよ うな知識 が、真に文化を理解す るためには、必要だ と思われる。

ただ、マナー とい う観点 はこれでも網羅できないだろ う。 しかし、直接 コ ミュニケー

シ ョン行動に関係するの は、マナー、 しきた りの方であ り、これ は詳細 に取 り上げる

べ きである。第21課 が、訪問の際のルールが事細かに、文化の教養の少 ない人にもわ

かるよ うに1か ら説明 してあるのは、学習者の レベル を問わない良い例 である。マナ

ー については、 『図解マナー講座 』を参考に したが、冠婚葬祭に関す るマナーが特 に

多い よ うで ある。本書には 「同僚か ら好感 を持たれるエチケ ッ トとマナー」 とい う項

もあ り、この ようなものは実際 にはかな り重要 な文化的事実ではあるので、 『日本 を

知 る事典』では網羅できない部分があるとい う根拠になると考 える。以下にマナーや

文化面で必要だ と思われ る場面をあげる。

・パーティーや結婚式 に出る

 飲み物 をこぼ して他人 の服を汚 して しまった時な どに、 自分で処理せ ずボーイを呼

ぶ ことや乾杯の こと(両 者 とも 『図解マナー講座』 による)な ど付け加 えた方が良い と

思われ る。パーテ ィーの種類や、服装な ども当然含むべきである。

・スポーツを実際にする

 スポーツを実際にす る場面にはもちろんコ ミュニケー ションがつきまと う。 日本の

特有のものはないかも しれないが、代表 として一つは載せてもいいのではないか。

・ボランテ ィア をす る

 ボランテ ィア は日本特有ではないが、思想、実際の行動は違 うはずで ある。

・新年 を祝 う

 行事 については、第1課 において絵 でのみ紹介 されている。 具体的な場面を取 り上

げる必要はない とあえて とりあげなかったのかも しれない。ただ祭 りと同 じく大きな

イベン トであることは問違いない。

・動物園、水族館へ行 く

 これは、名詞 の紹介 の場面で、実際の名称 を取 り上げるきっかけと して使 えるので

はないか と考えた。生物の名詞 については、取 り上げ られていない理由が気になる。

 これ らは、程度 の差はあるが、 どれ も目常生活か らかけ離れた ものではない。 しか

し、多 くの 日本人 の行動か ら、重要 なものを選ぶのは、感覚に頼る ところも多 く、体

系的にま とめるためのモデル が必要である。ネ ウス トプニーのい う、 「日常生活か ら

離れた場面 を想 定 されても理解 には至 らない」こ とを考えるなら、やは り、間違いな

く学習者が直面す るだろ う場 面を設定 した方が良いに違いない。銀行や郵便局の場 面
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は 日本での 日本語教育の場合、関係 の深い ものになるので、外国での 日本語教育 と、

日本 での 日本語教育では、場面設定に大きな違いがあるといえる。

4.4  「接触場薗」につ いて

 上記 で、ネ ウス トプニーの論点のaに お ける適合性 を調べ、足 りない場面も存在す

ることを述べた。 しか し、まだbの 「接触場面」 とい う問題が残 っている。ひ とこと

で言 うな ら、 この教科書において 「接触場面」 とい う概念は、ほ とん どまった く考慮

されていない。資料 中の場面は、留学生の学習者 とい う登場人物 は出て くるものの、

日本の規範 を取 り上げてい るとい う点で、 「母語場面」と何 ら変わ りがないのである。

ネ ウス トプニーのい う 「接触場面」の特徴である二点、外国人が意識 的に発話を変 え

ることや 、母語話者が意識的に発話 を変 えること(た とえばフォ リナー ・トー ク)に

つ いては取 り上げ られていない。今回の資料分析 は、まさにaを 対象 とした ものであ

り、言語能力、社会言語能力 、社会文化能力にわたって教育す ることは、考慮 され て

い るが、 「母語場 面」の具体例 をあげるに とどまってい るのである。 しか し、感覚的

に考 えれ ば、この場面の取 り上げ方は、仕方のない ことで、 「接触場面」 を扱 う教材

を作 ることは非常に難 しい と感 じる。

5.ま とめ

 この教科 書中には、ネ ウス トプニーの新 しい 日本語教育 とい う考え方が、 「母語場

面」においては、かな り反映 され ている。 しか し、 「場面」を過不足な く体系的 に取

り上げたシラバスになってい るとは言えない。また、「日本の生活で 日々直面する場面」

と「文法 を体系的に習得 させ ること」の関係が複雑 になっているとい う側面ある。

 第1課 ～第4課 を場面設定できなかったのは、あえて場面を設定せずに作ったか ら

だ と思われ るが、 しか しそれ らを場面設定の中で教 えることも可能である。第33課

「工場見学 をす る」 と第34課 「娘についてインタビュー され る」 とい う場面を位置

付 けるのが難 しかったのは、文法のために作ったやや強引な場面であったせいではな

いか とも考 え られる。 まだ 「文法」のための「場面」ではなく、まず先に 「場面」を考えて

シラバ スを組む、 とい う態度 が必要であろ う。まず場面をより重視 してそ こに体系性

を持たせ 、その 中に文法 ・常識な どの知識 を埋 めこむ とい う方法を用いることが重要

で ある。
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